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教育クラウドプラットフォームについて

総務省
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教育×ICT  トリプルAの意義教育×ICT  トリプルAの意義

Active Adaptive

Assistive

総務省は、情報通信技術の側面から、トリプルAのICT活用をサポート総務省は、情報通信技術の側面から、トリプルAのICT活用をサポート
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主体的・協働的・探究的学びを実現

Active
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個に応じて学習を最適化

Adaptive
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様々な学習上の困難を改善・克服

Assistive
上段の写真は東京都立光明特別支援学校より提供

for children
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子供と向き合う時間の確保・授業の質向上

Assistive
for teacher

統合型校務支援システムによる業務改善 指導者用デジタル教科書の活用 自動採点教材の活用

課題の配布→提出→回収→一覧把握→授業活用→評価→保存・蓄積→共有・・・のサイクル

教育SNSによる連絡等の円滑化

子供どうしの関係性を可視化

LMSーLearning Management Systemーの例（School Tact）
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教員の年齢構成は、中堅層が薄く、経験の浅い若年層と、アクティビティ
が落ちつつある高年齢層が厚い構造。ＩＣＴは、「デジタルネイティブ世代」
である若手教員をアシストするツールとしても期待される。
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Savable
学校予算・教職員

の負担を軽減

Secure
データを安全・安心

に保存・活用

Scalable
児童生徒数や利用
の増減等に即応

Seamless
学校・家庭・地域等
で切れ目なく活用

for 
school

クラウドのメリット（４Ｓ）

クラウドは、教育ＩＣＴの効果（トリプルＡ）を最大限に発揮させます
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 端末の導入・運用コストの削減
クラウドでは、アプリを端末にインストールせず、Webブラウザで利用することが基本

→ タブレット等の端末に高い処理性能が不要となり、端末コストを削減

→ 端末設定（インストール等）も最小限で済み、さらにコストダウン

→ 端末設定が最小限ゆえトラブルが生じにくく、回復も容易となり、運用コストも抑制

 システムの導入・運用コストの削減
複数の自治体でクラウド環境を共同利用することもできるため、リースや買取に比べ、
導入・運用コストの削減が可能。

Savable
学校等で自前のサーバを整備する場合、設計・構築・維持管理（トラブル/

セキュリティ対策、OS/ソフトウェアの更新、保守点検等）が大きな負担に

サーバの維持管理等から教職員を解放
端末・システムのコストも削減

クラウド化

により
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Secure

②災害・事故への対策
⼀般にデータセンターは、震度７クラスの地震でも建物に被害が
及ばないような構造。洪⽔や雷などの⾃然災害、⽕事や停電など
への対策も施されている。

①データ漏えい等への対策
データセンターは、攻撃される可能性も考慮して、所在すら秘密

にされている場合が多い。万⼀の際にもデータの漏えいや破損、流
失が起こらないよう厳重に管理。

③データの分散保存
想定外の災害等が発⽣する可能性もあるが、データを分散して複
数のデータセンターで保存することも可能。
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堅牢なデータセンターにおけるデータ保存

「タンス預金」から「銀行預金」へ



Secure

一般社団法人全国地域情報化推進協会「教育クラウド整備ガイドブックV1.0ダイジェスト版」より引用
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Scalable

年度ごとの費用負担を平準化しやすい

ディスク、メモリ、CPU
等の変更も容易



Seamless

校内・校外・家庭など、場
所が変わっても、端末が
変わっても、円滑に学習
を継続。

児童生徒 教 員

職員室等からも指導。

セキュアなテレワークで、
ワークライフバランスの
実現も。
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近年、民間の教育クラウド・プラットフォームが登場。教育委員会や学校が、ベン
チャー（Edtech）のものを含む多種多様なコンテンツの中から必要なものを選択・調
達し、１回のログインで利用できるようにする（シングルサインオン）など、児童生徒・
教職員等の利便性を高める観点から、プラットフォーム間の連携を図るための標準
化に取り組む。（その上で、コンテンツの質・価格等で健全に競争）

プラットフォーム間の連携イメージ

・・・ ・・・

標準化（プラットフォームのプラットフォーム）

認証の形式、アプリの連携方式、学習記録データの保存形式等

クラウドのメリットを最大限に活かすプラットフォームづくり

14



教育クラウドプラットフォームに関する総務省の取組み

平成28年度予算（案）額 3億円

計画期間:平成26年度〜28年度

クラウドのメリットを最大限に活かした教育ＩＣＴシステム、具体的には、学校・
家庭等をシームレスにつなぐとともに、多種多様なコンテンツを利用可能な、低
コストの「教育クラウド・プラットフォーム」を、文部科学省と連携しつつ、実証。

その成果を踏まえ、教育クラウドプラットフォームの標準化を行い、オープン
ソース化のうえ、全国に普及。

ＩＣＴドリームスクールイノベーション実証研究

企業、ＮＰＯ、大学など多様な主体の参画の下、①学校・家庭・地域の連携、
②地域活性化・まちおこし、③最先端学習スタイルの実現に資するモデルを、教
育クラウド・プラットフォームを活用しつつ実証し、多様なユースケースを提示。

教育クラウド・プラットフォームの標準化・普及

ICTドリームスクールイノベーション実証研究

2016年2月現在、世界6か国、71の学校等の8,894名が総務省クラウドを利用中

先導的教育システム実証事業
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古河市立古河第五小学校

先導的教育システム実証事業 実施校（国内）

東京都立光明特別支援学校
東京都立光明特別支援学校

そよ風分教室

新潟大学教育学部付属
新潟小学校

兵庫県立神戸商業高校
兵庫県立あわじ特別支援学校

吉賀町教育委員会
（公設民営塾にて運営）

霧島市立向花小学校

宮古島市立下地中学校

大阪府立
東百舌鳥高等学校

掛川市立倉真小学校
掛川市立大須賀中学校

静岡県立浜松西高等学校中等部
静岡県立袋井高等学校

天塩郡遠別町立遠別小学校
天塩郡遠別町立遠別中学校

草津市立志津小学校
草津市立草津小学校
草津市立老上中学校

島前ふるさと魅力化財団
隠岐國学習センター ※
島根県立隠岐島前高等学校

多摩市立愛和小学校 ※

つくばみらい市立小絹小学校
つくばみらい市立小絹中学校
春日学園つくば市立春日小学校
春日学園つくば市立春日中学校

横浜市立白幡小学校
横浜市立若葉台特別支援学校

度会郡南伊勢
町立南島東小学校

生駒市ことばの教室

きたがた

武雄市立北方小学校
きたがた

武雄市立北方中学校
ありた

佐賀県立有田工業高等学校
なかばる

佐賀県立中原特別支援学校

すわだい

荒川区立諏訪台中学校
だいさんはけた

荒川区立第三峡田小学校
おぐ

荒川区立尾久小学校
だいににっぽり

荒川区立第二日暮里小学校

ふくだ

新地町立福田小学校
しんち

新地町立新地小学校
こまがみね

新地町立駒ケ嶺小学校
しょうえい

新地町立尚英中学校

佐賀県

福島県新地町

東京都荒川区

五泉市立五泉小学校

実証校（１２校）

検証協力校（３１校）

渋谷区立猿楽小学校
世田谷区立笹原小学校
世田谷区立桜丘小学校
世田谷区立桜丘中学校

フリースクールこが
フリースクールそうわ
フリースクールさんわ

登米市立中津山小学校

八王子市立第一中学校

宮古島市立平良第一小学校
宮古島市立平良中学校

琉球大学
教育学部

付属小学校

奈良女子大学付属
中等教育学校
葛城市立新庄中学校

岡山県立
城東高等学校

大川村立
大川小中学校

福岡市立住吉中学校

京都府立
清明高等学校

箕面市立第三中学校

益田市立益田東中学校

宍粟市立都多小学校
西脇市立西脇小学校

ドリームスクール実践モデル校（２５校）
※下線の２校（隠岐國学習センター、愛和小学校）は

検証協力校としても参画

NPO法人ｱｰﾓﾝﾄﾞ ｺﾐｭﾆﾃｨ ﾈｯﾄﾜｰｸ
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先導的教育システム実証事業 実施校（海外）

マーストリヒト日本語補習校

イスタンブル日本人学校

カトマンズ補習授業校

リマ日本人学校

リヤド日本人学校

検証協力校 ５校

17



教育クラウドプラットフォームの機能

校外学習

教材共有学習ログコンテンツ

学校内 家庭・地域等

校内Wi-Fi環境／モバイルネットワーク

OSや端末を選ば
ず、シームレスに
利⽤

固定系／移動系を
問わないネット
ワーク

データ

校内・教育委員会内・全
国の教員同⼠で⾃作教材
を共有

学習記録データを今後の学
習・教育等に有効活⽤

ブラウザベースで
軽快に動く多様な
HTML5コンテンツ

児童⽣徒と教員等
の連絡・交流機能等

⼀回のログインでコンテンツ等を
利⽤可能（シングルサインオン）

認証基盤

ポータル

18



ポータル画面（児童生徒）

多様なアプリ

（シングルサインオン

で利用可能）

多様なアプリ

（シングルサインオン

で利用可能）

教員・児童生徒間の

連絡・交流機能

（掲示板・SNS等）

学習履歴を確認学習履歴を確認

行動履歴を確認行動履歴を確認
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学習ログの確認画面（児童生徒）

アプリごとのアクセス回数

を一覧で把握

アプリごとのアクセス回数

を一覧で把握

さらに、ドリル系アプリ等に
ついては、正答率や進捗
状況等の詳細なデータも
把握可能。

Adaptive
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ポータル画面（教員）

自作教材を校内・全

国の教員と共有

自作教材を校内・全

国の教員と共有

学級全体、各生徒の学

習状況をリアルタイム

で確認可能

学級全体、各生徒の学

習状況をリアルタイム

で確認可能

指示を読んだ者、課題

の提出者等を一覧で

把握可能

指示を読んだ者、課題

の提出者等を一覧で

把握可能
課題の指示・配布、

回収も簡単

課題の指示・配布、

回収も簡単

※学級全体だけでなく、
特定の生徒やグルー
プとのやりとりも可能。
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学習ログの確認画面（教員）

各
ア
プ
リ
の
生
徒
毎
の
ア
ク
セ
ス
回
数

特
定
の
児
童
生
徒
の
ア
ク
セ
ス
状
況
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教員の自作教材の共有画面

レイティング情報
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家 庭

教員

⽣徒

①SNSを通じ課題（⾃
作動画）を提⽰

授業⽀援アプリ
（School Tact）

⑤⼀⻫視聴

③課題提出

⑥個別学習

⑦意⾒整理

学 校

②視聴

⑧全体発表

④家庭学習の状況を
即時に把握しつつ
授業の準備

教育クラウドプラットフォームの活用例①

⑨まとめ

シームレスに、アクティブラーニング

佐賀県武雄市立北方中学校
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教育クラウドプラットフォームの活用例②

困難に負けず、学びを継続

佐賀県立中原特別支援学校イスタンブル日本人学校

今年度、安全対策で６日間にわたり休校
を余儀なくされた。しかし、クラウドのSNSで
休校を連絡しつつ、クラウド上のコンテンツ
を課題として与え、児童生徒の学習状況を
把握しながら教育活動を継続。

一時帰国時や長期休業中も、クラウドを有
効に活用。→ 世界中でシームレス

A君は病弱で、毎日学校に通うことは難し

い。しかし、欠席せざるをえないときも、クラ
ウド上のコンテンツで自宅学習。教員はその
状況をリアルタイムで確認しつつ、クラウド上
のSNSなどを通じ、指導・激励。
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TEK Web教育ｼﾘｰｽﾞ

学習者⽤
デジタル教材

クリッパ！

協働学習
（授業⽀援） 個別学習 ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 動画クリップ

教育クラウドプラットフォームの活用例③
学校現場のニーズに応じ、多種多様な教材を利活用

種別ごとに、複数のコンテンツを用意。今後、ベンチャー（Edtech）のものを含

む多様なコンテンツを利用可能な「オープンマーケットプレイス」を実装予定。
教員による評価情報・活用情報も参照可能に。

＋
ネット上の動画
等を指定し、閲
覧させることも
簡単

どの児童生徒が
閲覧したか、リア
ルタイムで把握
可能

教材は無尽蔵 26



どの教材が、どの程度利用されているか、リアルタイムで把握可能。利用が低調なものについ

ては、入れ替えたり、教員研修を追加実施したりするなど、導入した教材を最大限有効に活用す
べく、教育委員会や学校等においてデータに基づきマネジメント。

27

教育クラウドプラットフォームの活用例④
教材の活用状況を見える化し、マネジメント
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教育クラウド・プラットフォームの活用例⑤

教材をタイムリーに選択・見直し

学校や時期等により、利用したいコンテンツは異なる。実証事業では、協力校に一定のポイント
を配当し、その範囲内でコンテンツを選択・見直しできるシステムを導入。

例えば、１学期には学級づくりの観点から協働学習を円滑にするツールを、夏休み・２学期には
調べ学習をサポートする百科事典を、３学期には学習内容の定着を図るドリル教材を用いるなど、
限られた予算を有効に活用し、各学校が最適なコンテンツをタイムリーに選ぶことが可能に。

教育委員会

第一小学校 第二小学校 中学校

１学期 ドリル（全教科）20万P 協働学習10万P
ドリル（算・国）10万P

協働学習10万P
英会話5万P

２学期 ドリル（算・国）10万P
動画クリップ10万P

百科事典10万P
動画クリップ10万P

協働学習10万P
ドリル（英）5万P

３学期 ドリル（算・国）10万P
協働学習10万P

ドリル（全教科）20万P 協働学習10万P
ドリル（数）5万P

確保した予算をポイント化し、各学校に配当

20万P 15万P
20万P

【イメージ】



№ 申請主体者【50音順】 地域 実証校等 取組内容

１ NPO法人eboard

島根県
京都府
茨城県

神奈川県

益田市立益田東中学校
府立清明高等学校
フリースクールこが
フリースクールそうわ
フリースクールさんわ
NPO法人ｱｰﾓﾝﾄﾞｺﾐｭﾆﾃｨ
ﾈｯﾄﾜｰｸ

ドリルと映像を組み合わせたＭＯＯＣｓ型教材等を用いつつ、
学習についていけなくなった児童生徒や、経済的理由等に
よって学習が困難な児童生徒等を支援。同様の課題をか
かえる複数地域で情報を共有。

２ 株式会社インプレス 東京都 多摩市立愛和小学校 デジタル教材等に関する利用履歴等を取得しつつ、今後の
著作権管理の在り方等を検討。

３ 株式会社NTTドコモ 福岡県 福岡市立住吉中学校 セルラーモデル端末により、家庭や学校のネットワーク環
境に依存しない学習スタイルを実現。

４
高知県大川村立大川
小中学校

高知県 大川村立大川小中学校 過疎地域におけるＩＣＴを活用した持ち帰り又は自宅ＰＣで
のアクセスによる課題学習の実施。保護者との情報共有。

５ 株式会社神戸新聞社 兵庫県
宍粟市立都多小学校
西脇市立西脇小学校

地元の課題に関し、ICTを活用してオリジナルの新聞を作成。
クラウドにより他校と共有し、地域間交流。

ＩＣＴドリームスクール実践モデル

クラウドも活用しつつ、多様なユースケースを蓄積・公開

29



６ シャープ株式会社 沖縄県

宮古島市立平良中学校
宮古島市立平良第一小
学校
琉球大学教育学部附属
小学校

・別室登校の生徒が在籍する学級や小学校の映像をみるこ
とができるシステムや、クラウドによる個別学習を通じ、リメ
ディアル教育を実施。
・島嶼間で遠隔交流授業を実施。

７
株式会社デジタル・ナ
レッジ

奈良県
大阪府
宮城県

葛城市立新庄中学校
箕面市立第三中学校
登米市立中津山小学校

・家庭・学校・民間学習塾が連携し、ICTを活用した補習等を
実施。
・学習記録データを活用した「習熟度マップ」の作成と、学
校・家庭等での共有。

８
一般財団法人島前ふ
るさと魅力化財団

島根県
県立隠岐島前高等学校
隠岐國学習センター

「硬質化したコミュニティ」と「多様な価値観の不足」を打破
するため、「遠隔地とつないだキャリア教育」「遠隔授業」を
実践。

９

国立大学法人奈良女
子大学附属中等教育
学校

奈良県

岡山県

奈良女子大学附属中等
教育学校
県立城東高等学校

協働学習ツールと教育用ＳＮＳをハイブリットし、遠距離間・
異年齢間で協働学習を実践。

10 日本マイクロソフト株
式会社

東京都 渋谷区立猿楽小学校
仮想世界技術を活用した「プログラミング教育」と、その成果
を３Ｄプリンタで形にする「デジタルものづくり教育」をあわせ
て実践。

11 株式会社LITALICO 東京都
世田谷区立笹原小学校
世田谷区立桜丘小学校
世田谷区立桜丘中学校

発達障害等により特別な支援を必要とする児童生徒に対し、
指導計画の作成・実施等に当たり、クラウド等を活用しつつ、
専門の塾と学校・家庭が連携。
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事例① MOOCs型教材等を活用しての学習困難者支援

京都府立清明高校は、単位制・定時制（昼間）の普通科高校。不登校
経験等を持つ生徒の学習面における多様な課題に対応するため、タブ
レット端末を活用した個別の学び直しの授業（アンダンテ学習）を開設。

その中で、ドリルと映像を組み合わせたMOOCs(Massive Open Online 
Courses)型の教材である“eboard”と、その学習記録データを活用すること
で、生徒一人ひとりの目標や進度、学力に応じた最適な学びを提供。

さらに、教員や学生ボランティア等が教室を巡回し、生徒にアドバイスす
るなど、きめ細やかに支援（人による丁寧なケアで、さらにAdaptive）。

▲指導者は、生徒の単元ごとの進捗・正答率を
即時に一覧で把握

▲ 生徒ごとに、回答に要した時間や正答率だけでなく、 苦
手な問題の傾向まで把握可能

▲学習マップでは、一覧形式で単元が提示され、
生徒は関連の動画を視聴して、ドリル問題に回答。

Assistive＆Adaptive
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事例② クラウドを活用したNIE(Newspaper In Education)

NTTドコモ

宍粟市立
都多小学校

西脇市立
西脇小学校

神戸新聞電子版
（神戸新聞NEXT）より

作成した新聞

Active
地元の課題等をテーマにした新聞記事の企画→取材・調査→執筆・編集→発表・評価まで、タブレット・クラウド

を駆使しつつ、シームレスに展開。
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事例③ 別室登校の生徒に対するリメディアル教育

e-DESK
（SHARPが開発・提供）

沖縄県宮古島市立平良中学校において、別室登校の生徒を教室復帰に向けて支援する取組み。

具体的には、スクールカウンセラー室に“e-DESK”を設置し、在籍するクラスの授業や、小学校の授業

等を生徒がリアルタイムで視聴できる環境を整備。

生徒は、自らの希望等に応じて視聴し、授業の流れや教室の雰囲気をつかんだり、小学生のときにつ

まづいた内容を学び直したりしている（視聴しているかどうかは教室側には知られない仕組み）。さらに、

クラウド上のドリル教材も活用しつつ、アダプティブ・ラーニング。

これらにより、教室復帰を果たした生徒も現れている。また、別室にも登校できない不登校の生徒に対

しても、まずは別室登校へと一歩踏み出させる手段となっている。

Assistive＆Adaptive

スクールカウンセラー室
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中学生は、家庭学習で、芭蕉の俳句「菜の花や月は東に日は西
に」に関する情報をネットから収集し、引用元を明記のうえ、
ednityにアップし、クラスで共有。

↓
School Tactに、自らの句の解釈を書き込み、高校生に送信。

↓
.その解釈に対し、高校生が どうコメントするか、想定回答を考え
てednityにアップし、クラスで共有。

↓
.高校生は2を読み、SchoolTactで中学生にメッセージを返信し、コ
メント。

↓
中学生は、3の想定回答と4のコメントの差異を分析するとともに、
高校生がどのような狙いでコメントしたのかを考え、ednityにアッ
プし、クラスで共有。

↓
中学生は、高校生からもらったコメントに対して自分はどう考える
のかをまとめ、SchoolTactでお礼とともに返信。

事例④ 教育SNS・LMS活用による学校間連携
Active

奈良女子大学附属中等教育学校の生徒が、岡山城東高等学校の生徒と、２種類のクラウドコン
テンツ（教育SNSであるEdnityと、LMS：Learning management systemであるSchoolTact）を駆使しつ
つ、遠距離間・異年齢間で協働学習を実践。

級友のコメントを参照しつつ、さらに思考を深める

高校生からのコメントを分析
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事例⑤ 学習記録データを元にした「習熟度マップ」の作成・活用

Adaptive

ウェブベースの問題演習の学習記録データをもとに、学力の形成状況を可視化する「習熟度
マップ」を開発。塾がない地域における学力向上をめざし、宮城県登米市立中津山小学校（５年
生）で実証。学校・家庭等で、児童の習熟度マップを共有・活用。

トレッド株式会社

習熟度マップ「BRIQ」

５年生の問題３年生の問題 ４年生の問題

１つのマスが１つの単元
に対応（１マスには最大
10問の問題が対応）。

正答率が高くなるほど、
色が薄く表示。最終的に
は真っ白に。

５年生の特定の問題が
解けた場合、これにより
理解できていると考えら
れる４年生、３年生のマ
ス目も薄く変色。

朝の学習タイム、授業中の
ほか、家庭でも学習。
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プログラミング教育にも、クラウドを活用

プログラミング教育に特化した事業「若年層に対するプログラミング教育の普及推進」を新規に予
算計上（平成28年度予定額：１億円）。→ 豊富なプログラミング教材をクラウドプラットフォームに

平成28年度

「先導的教育システム実証事業」の一環として、一部の学校においてプログラミング教育を実施。

● 福島県新地町立尚英中学校

生徒１人１台のＰＣ環境の下、
クラウドも活用しつつ、プログ
ラミング教育を特別支援学級

を含め実施。

● 東京都渋谷区立猿楽小学校

プログラミングと、ものづくりを組み合わせた
授業（建造物の設計をプログラミングで行い、
３Ｄプリンタでミニチュアを出力）を、６年生を
対象に、１０時限にわたり実施。

平成27年度

プログラミング教育は、これからの社会・経済を担う子供たちに、①論理的思考力、創造力、表現力、課題
解能力等を育むものとして、②あらゆるモノがインターネットにつながるIoT・ビッグデータ時代における基礎的
な教養・リテラシーとして、不可欠。総務省では、以下の取組を実施。
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教育クラウド・プラットフォーム ユーザーのことば
— 教育×ICTの先駆者(first penguin)より -

茨城県古河市教育委員会 参事兼指導課長 平井聡一郎 先生

市町村教育委員会は、限られた予算の中で、主体的な学びを支えるICT環境を整備する使命を
負っています。しかし、今後進められる一人一台のタブレット整備では、クラウド、シングルサイン
オン、ビッグデータ分析、HTML５コンテンツ、外部ストレージでのデータ保管など、今までにない環
境が必要となります。そして、その構築には莫大なコストと高い技術力が求められ、自治体単体で
対応できるものではありません。

そのような中、総務省が構築した教育クラウド・プラットフォームは、まさに、これからの教育ICT
環境のモデルといえます。このいつでも、どこでも誰もが学べる環境が広く活用されることで、新し
い学びが日本中に展開できるようになると確信します。

東京都多摩市立愛和小学校 校長 松田孝 先生

愛和小学校では昨年度より、先導的教育システム実証事業の検証協力校として教育クラウド・
プラットフォームを活用した授業実践を展開しています。HTML5で作成されたコンテンツであるた
め、3OS全てで活用できることが最大のメリットです。一度ログインすれば、クラウド上のすべての
コンテンツが利用可能で、本校ではschoolTakt（コードタクト社）を活用した協働学習を促進させ、
日常的なアクティブラーニングを実現しています。

まさに本事業が実現を目指したものの萌芽を実感する毎日です。これまでの「学び」の姿を大き
く変え、子供たちに21世紀を拓くために必要な資質・能力を確かに育むものであることに、驚きと
喜びを隠せません。本事業の継続とさらなる発展を切望します！
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■教育ICTの新しいスタイル クラウド導入ガイドブック２０１５
http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ryutsu05_02000065.html

■教育分野におけるICT利活用推進のための情報通信技術面に関するガイドライン（手引書）2014（中学校・特別支援学校版）
http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ryutsu05_02000049.html

■教育分野におけるICT利活用推進のための情報通信技術面に関するガイドライン（手引書）2013（小学校版及び中学校・特別支援学校版）
http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ryutsu05_02000032.html

■ＩＣＴドリームスクール懇談会開催状況
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/ict_dream/index.html

■ICTドリームスクール懇談会 中間とりまとめ
http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ryutsu05_02000064.html

■総務省「教育情報化の推進」のページ
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/kyouiku_joho-ka/index.html

■文部科学省「教育の情報化」のページ
http://jouhouka.mext.go.jp/

■ＩＣＴ ＣＯＮＮＥＣＴ ２１（みらいのまなび共創会議）
https://ictconnect21.jp/

■ＪＡＰＥＴ＆ＣＥＣ（（一社）日本教育情報化振興会）「学校の無線LAN導入・運用の手引き」
http://www.japet.or.jp/jotz2w7st-403/#_403

教育の情報化関連ページ

ガ イ ド ラ イ ン・ガイドブック

ＩＣＴドリームスクール懇談会

教育クラウドプラットフォーム 参考情報
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